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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　界面活性剤を含む液体組成物と液化二酸化炭素とからなるエアゾール組成物であって、
前記液化二酸化炭素の配合量が、エアゾール組成物中２０～７０重量％であり、
２５℃におけるエアゾール組成物の圧力が５～７ＭＰａであり、
前記液体組成物と液化二酸化炭素とが乳化していることを特徴とするエアゾール組成物。
【請求項２】
　水性組成物、油性組成物および界面活性剤を含有し、前記水性組成物と油性組成物とが
乳化した液体組成物と二酸化炭素とからなるエアゾール組成物であって、
前記二酸化炭素の配合量が、エアゾール組成物中１０～７０重量％であり、
２５℃におけるエアゾール組成物の圧力が２～６ＭＰａであり、
二酸化炭素が液体組成物に加圧溶解していることを特徴とするエアゾール組成物。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は高圧エアゾール組成物に関し、さらに詳しくは、界面活性剤を含む液体組成物と
液化二酸化炭素とが乳化した高圧エアゾール組成物および水性組成物と油性組成物とが乳
化している液体組成物に二酸化炭素が加圧溶解している高圧エアゾール組成物に関する。
【０００２】
【従来の技術】
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水性組成物、油性組成物および界面活性剤を含有する原液と液化石油ガスなどの液化ガス
とを特定の割合で配合した油中水型エアゾール組成物（特開平６－３２９５３２号）があ
る。該エアゾール組成物を噴射すると霧状となるが、噴射された空間や付着面で水性組成
物と油性組成物とが分離するため、原液と液化ガスとが溶解した均一なエアゾール組成物
と比較して噴霧粒子径が粗くなり、空間での拡散性に劣るという問題があった。また、前
記油中水型エアゾール組成物は、油性成分として炭化水素や植物油、動物油、脂肪酸エス
テルなどの可燃性液体を用い、さらに、噴射剤として液化石油ガスなどの可燃性ガスを用
いているため、火気に対する安全性が低いという問題があった。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
本発明は、乳化したエアゾール組成物であって、噴霧粒子を微細化することができ、かつ
火気に対する安全性が高いエアゾール組成物を提供することを目的とする。
【０００４】
【課題を解決するための手段】
本発明は、界面活性剤を含む液体組成物と液化二酸化炭素とからなり、前記液体組成物と
液化二酸化炭素とを乳化させることにより得られ、火気に対する安全性が高く、空間での
拡散性に優れたエアゾール組成物にかかわる。
【０００５】
本発明は、また、水性組成物、油性組成物および界面活性剤を含有し、前記水性組成物と
油性組成物とが乳化した液体組成物と二酸化炭素とからなり、二酸化炭素を液体組成物に
加圧溶解させることにより得られ、火気に対する安全性が高く、空間での拡散性に優れた
エアゾール組成物にかかわる。本発明においては、さらに、火気に対する安全性をさらに
高くするために、また、噴霧粒子の拡散性をよくするために、エアゾール組成物の２５℃
における圧力を２～６ＭＰａとすることが好ましい。
【０００６】
【発明の実施の形態】
本発明の高圧エアゾール組成物（１）は、界面活性剤を含む液体組成物と液化二酸化炭素
とからなり、前記液体組成物と液化二酸化炭素とが乳化していることを特徴とする。液体
組成物と液化二酸化炭素とを乳化させることにより、液体組成物とともに液化二酸化炭素
が噴射されるため火気に対する安全性が高くなり、さらに噴射直後に液化二酸化炭素が気
化するため噴霧粒子は微細化され、拡散性に優れたエアゾール組成物が得られる。
【０００７】
本発明のエアゾール組成物（１）の２５℃における製品圧力は５～７ＭＰａであることが
好ましい。製品圧力が５ＭＰａ未満の場合は、二酸化炭素が液体で存在しにくくなり、液
体組成物との乳化物が得られにくくなる傾向がある。一方、製品圧力が７ＭＰａを超える
と製品温度の上昇にともなう圧力上昇が大きくなり、製品の取扱い（保存や輸送）が難し
くなる傾向がある。
【０００８】
前記液体組成物は、界面活性剤や有効成分、他の成分などを、水性溶媒または油性溶媒に
溶解または分散させて、配合したものである。
【０００９】
前記界面活性剤は、液体組成物と液化二酸化炭素とを乳化させるための乳化剤として作用
する。前記界面活性剤としては非イオン系界面活性剤、陰イオン系界面活性剤、陽イオン
系界面活性剤、両性系界面活性剤、高分子系界面活性剤、シリコーン系界面活性剤、天然
系界面活性剤などを用いることができる。
【００１０】
前記非イオン系界面活性剤としては、ソルビタン脂肪酸エステル、グリセリン脂肪酸エス
テル、デカグリセリン脂肪酸エステル、ポリグリセリン脂肪酸エステル、ポリオキシエチ
レンソルビタン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンソルビット脂肪酸エステル、ポリオ
キシエチレングリセリン脂肪酸エステル、ポリエチレングリコール脂肪酸エステル、ポリ
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オキシエチレンアルキルエーテル、ポリオキシエチレンポリオキシプロピレンアルキルエ
ーテル、ポリオキシエチレンアルキルフェニルエーテル、ポリオキシエチレンヒマシ油・
硬化ヒマシ油誘導体、アルキルグルコシド、脂肪酸アルキロールアミドなどがあげられる
。
【００１１】
前記陰イオン系界面活性剤としては、アルキル硫酸塩、ポリオキシエチレンアルキルエー
テル硫酸塩、アルキルリン酸塩、ポリオキシエチレンアルキルエーテルリン酸塩、脂肪酸
石鹸などがあげられる。
【００１２】
前記陽イオン系界面活性剤としては、アルキルアンモニウム塩、アルキルベンジルアンモ
ニウム塩などがあげられる。
【００１３】
前記両性系界面活性剤としては、酢酸ベタイン、レシチンなどがあげられる。
【００１４】
前記高分子系界面活性剤としては、ポリアルキルビニルピリジニウム、アルキルフェノー
ルポリマー誘導体、スチレン・マレイン酸重合物誘導体などがあげられる。
【００１５】
前記シリコーン系界面活性剤としては、ポリオキシエチレン・メチルポリシロキサン共重
合体、ポリオキシプロピレン・メチルポリシロキサン共重合体、ポリ（オキシエチレン・
オキシプロピレン）・メチルポリシロキサン共重合体などがあげられる。
【００１６】
前記天然系界面活性剤としては、サーファクチンナトリウム、シクロデキストリンなどが
あげられる。
【００１７】
前記界面活性剤は、液体組成物中０．１～２０重量％、好ましくは０．５～１０重量％配
合することができる。前記界面活性剤の配合量が０．１重量％未満の場合は、液体組成物
と液化二酸化炭素とが乳化しにくく、両者が分離しやすくなり、本発明の効果が得られな
い。一方、２０重量％を超えると、べたつき感や皮膚への刺激性が強くなるなど、使用感
がわるくなる。
【００１８】
前記有効成分としては、たとえば、殺虫剤、抗力増強剤、消臭剤、害虫忌避剤、土壌燻蒸
剤、皮膚軟化剤、かゆみ止め、消炎鎮痛剤、収斂剤、抗炎症剤、局所麻酔剤、抗ヒスタミ
ン剤、清涼剤、殺菌・防腐剤、保湿剤、アミノ酸、ビタミン類、ホルモン類、頭髪用セッ
ト剤、育毛剤、紫外線吸収剤、酸化防止剤、各種抽出液、香料などが用いられる。
【００１９】
前記殺虫剤としては、フタルスリン、イミプロトリン、アレスリン、ペルメトリン、シス
メスリン、プロパルスリン、レスメトリン、ｄ－フェノトリン、テフルスリン、ベンフル
スリン、ネオピナミンフォルテ、クリスロンフォルテなどがあげられる。
【００２０】
前記抗力増強剤としては、サイネピリン、ピペロニルブトキサイト、オクタクロロジプロ
ピルエーテルなどがあげられる。
【００２１】
前記消臭剤としては、ラウリル酸メタクリレート、安息香酸メチル、フェニル酢酸メチル
、ゲラニルクロトレート、ミリスチン酸アセトフェノン、酢酸ベンジル、プロピオン酸ベ
ンジル、緑茶エキスなどがあげられる。
【００２２】
前記害虫忌避剤としては、Ｎ，Ｎ－ジエチル－ｍ－トルアミド（ディート）、カプリル酸
ジエチルアミドなどがあげられる。
【００２３】
土壌燻蒸剤としては、Ｄ－Ｄ（１，３－ジクロロプロペンと１，２－ジクロロプロパンの
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混合物）、ＤＢＣＰ（１，２－ジブロモ－３－クロロプロパン）、ＤＣＩＰ（ジクロロジ
イソプロピルエーテル）、ＭＩＴＣ（メチルイソチオシアネート）、クロルピクリン（ト
リクロロニトロメタン）、エチレンジブロマイド、ジメチルジクロルビニルホスフェート
、二硫化炭素などの１種または２種以上を含有する混合物などがあげられる。
【００２４】
前記皮膚軟化剤としては、尿素などがあげられる。
【００２５】
前記かゆみ止めとしては、クロタミトン、ｌ－メントール、ｄ－カンフルなどがあげられ
る。
【００２６】
前記消炎鎮痛剤としては、サリチル酸メチル、カンフル、インドメタシン、ピロキシカム
、フェルビナク、ケトプロフェンなどがあげられる。
【００２７】
前記収斂剤としては、酸化亜鉛、アラントインヒドロキシアルミニウム、タンニン酸、ク
エン酸、乳酸などがあげられる。
【００２８】
前記抗炎症剤としては、アラントイン、グリシルレチン酸、グリシルリチン酸ジカリウム
、アズレン、ウフェナマートなどがあげられる。
【００２９】
前記局所麻酔剤としては、塩酸ジブカイン、塩酸テトラカイン、塩酸リドカインなどがあ
げられる。
【００３０】
前記抗ヒスタミン剤としては、ジフェンヒドラミン、塩酸ジフェンヒドラミン、マレイン
酸クロルフェニラミンなどがあげられる。
【００３１】
前記殺菌・防腐剤としては、パラオキシ安息香酸エステル、安息香酸ナトリウム、ソルビ
ン酸カリウム、フェノキシエタノール、塩化ベンザルコニウム、塩化ベンゼトニウム、塩
化クロルヘキシジン、感光素、パラクロルメタクレゾールなどがあげられる。
【００３２】
前記保湿剤としては、プロピレングリコール、グリセリン、１，３－ブチレングリコール
、コラーゲン、キシリトール、ソルビトール、ヒアルロン酸、カロニン酸、乳酸ナトリウ
ム、ｄ，ｌ－ピロリドンカルボン酸塩、ケラチン、カゼイン、レシチンなどがあげられる
。
【００３３】
前記清涼剤としては、ｌ－メントール、カンフルなどがあげられる。
【００３４】
前記アミノ酸としては、グリシン、アラニン、ロイシン、セリン、トリプトファン、シス
チン、システイン、メチオニン、アスパラギン酸、グルタミン酸、アルギニンなどがあげ
られる。
【００３５】
前記ビタミン類としては、ビタミンＡ油、レチノール、パルミチン酸レチノール、塩酸ピ
リドキシン、ニコチン酸ベンジル、ニコチン酸アミド、ニコチン酸ｄ，ｌ－α－トコフェ
ロール、ビタミンＤ２（エルゴカシフェロール）、ｄ，ｌ－α－トコフェロール、酢酸ｄ
，ｌ－α－トコフェロール、パントテン酸、ビオチンなどがあげられる。
【００３６】
前記ホルモン類としては、エラストラジオール、エチニルエストラジオールなどがあげら
れる。
【００３７】
前記頭髪用セット剤としては、ジアルキルアミノエチル（メタ）アクリレート・（メタ）
アクリル酸アルキルエステル共重合体、アクリル酸オクチルアミド・アクリル酸ヒドロキ
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シプロピル・メタクリル酸ブチルアミノエチル共重合体、ビニルピロリドン・酢酸ビニル
共重合体、アクリル酸ヒドロキシエチル・アクリル酸ブチル・アクリル酸メトキシエチル
共重合体、アクリル酸アルカノールアミン、アクリル酸アルキル共重合体エマルジョン、
アクリル酸アルキル・スチレン共重合体エマルジョンなどがあげられる。
【００３８】
前記育毛剤としては、センブリエキス、トウガラシチンキ、プラセンタエキス、パントテ
ン酸、サリチル酸、塩化カプロニウムなどがあげられる。
【００３９】
前記紫外線吸収剤としては、パラアミノ安息香酸、パラアミノ安息香酸モノグリセリンエ
ステル、サリチル酸オクチル、サリチル酸フェニル、パラメトキシケイ皮酸イソプロピル
、パラメトキシケイ皮酸オクチルなどがあげられる。
【００４０】
前記酸化防止剤としては、アスコルビン酸、α－トコフェロール、ジブチルヒドロキシト
ルエン、ブチルヒドロキシアニソールなどがあげられる。
【００４１】
前記各種抽出液としては、シャクヤクエキス、ヘチマエキス、バラエキス、レモンエキス
、アロエエキス、ショウブ根エキス、ユーカリエキス、セージエキス、茶エキス、海藻エ
キス、プラセンタエキス、シルク抽出液などがあげられる。
【００４２】
前記有効成分は、液体組成物中に０．０１～３０重量％、好ましくは０．１～２０重量％
配合される。有効成分の配合量が０．０１重量％未満の場合は、有効成分の効果が充分に
発揮できない傾向があり、一方、３０重量％をこえると有効成分濃度が高すぎ、有効成分
によっては人体へ悪影響をおよぼす場合がある。
【００４３】
前記その他の成分としては、固体の油成分、高分子化合物、粉末などがあげられる。
【００４４】
前記固体の油成分は、油性感を付与して使用感を向上させたり、液体組成物の粘度を上昇
させて噴射面での液タレを防止するなどの目的で用いられ、ラウリン酸、ミリスチン酸、
パルミチン酸、ステアリン酸などの脂肪酸や、セチルアルコール、ステアリルアルコール
、ベヘニルアルコール、ミリスチルアルコール、オレイルアルコール、ラノリンアルコー
ルなどの高級アルコール、ミツロウ、ラノリン、酢酸ラノリン、カンデリラロウなどのロ
ウなどがあげられる。
【００４５】
前記高分子化合物は、液体組成物の粘度を上昇させて噴射面での液タレを防止したり、噴
霧粒子径を調整するなどの目的で用いられ、カラギーナン、ペクチン、デンプン、ゼラチ
ン、コラーゲン、カルボキシメチルデンプン、エチルセルロース、ヒドロキシエチルセル
ロース、ヒドロキシプロピルセルロース、結晶セルロース、カルボキシビニルポリマー、
キサンタンガムなどがあげられる。
【００４６】
前記粉体は、粉体自体が有効成分として作用したり、有効成分を担持する担体、保護剤、
付着剤、固体潤滑剤などとして用いられる。前記粉体としては、タルク、酸化亜鉛、カオ
リン、雲母、炭酸マグネシウム、炭酸カルシウム、ケイ酸亜鉛、ケイ酸マグネシウム、ケ
イ酸アルミニウム、ケイ酸カルシウム、シリカ、ゼオライト、セラミックパウダー、窒化
ホウ素などがあげられる。
【００４７】
前記水性溶媒としては、精製水やイオン交換水、生理食塩水などの水、前記水に低級アル
コールまたは多価アルコールなどのアルコールを溶解したアルコール水溶液などがあげら
れる。
【００４８】
前記アルコールは、エアゾール組成物の乾燥性や冷却感などの使用感を調整したり、水性
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溶媒の溶解度を調整し、乳化のし易さや乳化物の安定性などを調整するなどのために用い
られる。
【００４９】
前記アルコールとしては、エタノール、イソプロパノール、プロパノールなどの低級アル
コールや、エチレングリコール、プロピレングリコール、１，３－ブチレングリコール、
ジエチレングリコール、ジプロピレングリコール、トリエチレングリコール、ポリエチレ
ングリコール、ポリプロピレングリコール、グリセリン、ジグリセリン、トリグリセリン
などの多価アルコールなどがあげられる。
【００５０】
前記油性溶媒としては、シリコーンオイル、炭化水素、エーテル、ケトン、エステル油、
脂肪酸、高級アルコール、油脂などの常温で液体である油性成分があげられる。なお、前
記油性成分の混合物や前記油性成分とアルコールの混合物を用いてもよい。
【００５１】
前記シリコーンオイルとしては、メチルポリシロキサン、オクタメチルトリシロキサン、
デカメチルシクロペンタシロキサン、デカメチルテトラシロキサン、オクタメチルシクロ
テトラシロキサン、メチルフェニルポリシロキサン、ジメチルシリコーンエマルジョンな
どがあげられる。
【００５２】
前記炭化水素としては、ノルマルペンタン、イソペンタン、ノルマルヘキサン、イソヘキ
サン、流動パラフィン、イソパラフィン、ケロシン、スクワラン、スクワレン、トルエン
、キシレンなどがあげられる。
【００５３】
前記エーテルとしては、エチルエーテル、ジオキサン、メチルセロソルブ、エチルセロソ
ルブ、ブチルセロソルブ、エチルカルビトール、ブチルカルビトールなどがあげられる。
【００５４】
前記ケトンとしては、アセトン、メチルエチルケトンなどがあげられる。
【００５５】
前記エステル油としては、ミリスチン酸イソプロピル、オクタン酸セチル、ミリスチン酸
オクチルドデシル、パルミチン酸イソプロピル、乳酸セチル、酢酸エチル、フタル酸ジエ
チル、フタル酸ジエトキシエチル、コハク酸ジエトキシエチルなどがあげられる。
【００５６】
前記脂肪酸としては、オレイン酸などがあげられる。
【００５７】
前記高級アルコールとしては、ラウリルアルコールなどがあげられる。
【００５８】
前記油脂としては、ツバキ油、トウモロコシ油、オリーブ油、ナタネ油、ゴマ油、ヒマシ
油、アマニ油、サフラワー油、ホホバ油、ヤシ油などがあげられる。
【００５９】
前記溶媒は、液化二酸化炭素との乳化物が得られやすい液体組成物を形成しやすい点から
、２５℃での二酸化炭素の溶解度が５０重量％未満、さらには４０重量％未満であるもの
を用いることが好ましい。前記二酸化炭素の溶解度が５０重量％を超える溶媒を用いる場
合、二酸化炭素が溶媒に溶解しやすくなるために、乳化物が得られにくく、本発明の効果
が得られにくくなる。
【００６０】
前記二酸化炭素の溶解度が５０重量％未満となる溶媒としては、たとえば、水、エタノー
ルやイソプロパノールなどの低級アルコール濃度が５０重量％以下である低級アルコール
水溶液、前記の多価アルコール、および前記多価アルコールの水溶液などの水性溶媒や、
流動パラフィン、スクワラン、スクワレンなどの炭化水素、高重合メチルポリシロキサン
などのシリコーンオイルなどの油性溶媒などがあげられる。
【００６１】
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また、前記溶媒に、プロパン、ノルマルブタン、イソブタンおよびこれらの混合物である
液化石油ガス、ジメチルエーテルおよび前記液化石油ガスとジメチルエーテルの混合物な
どの気密容器内部では液体であるが、大気圧下では気体である液化ガスを配合してもよい
。
【００６２】
前記液化ガスを配合する場合、液化ガスは気密容器内では液体であり、大気中に噴射され
ると気体となるため、気化による容積の膨張が大きく、液体組成物をさらに微細化し、拡
散性を向上させる効果がある。また、気化熱による冷却効果が得られ、使用感を向上させ
ることができる。
【００６３】
本発明で用いる液体組成物は、前記界面活性剤や有効成分、その他の成分などを水性溶媒
または油性溶媒に溶解または分散させることにより調製できる。
【００６４】
前記液体組成物は、エアゾール組成物（１）中３０～８０重量％、さらには４０～７０重
量％配合されることが好ましい。前記液体組成物の配合量が３０重量％未満の場合は、液
体組成物の配合量が少なくなり、有効成分を所望量配合できない場合がある。一方、液体
組成物の配合量が８０重量％を超えると液化二酸化炭素量が少なくなり、溶媒の溶解度に
よっては乳化物が得られにくく、本発明の効果が得られにくい。
【００６５】
前記液化二酸化炭素は、エアゾール組成物（１）中２０～７０重量％、さらには３０～６
０重量％配合されることが好ましい。液化二酸化炭素の配合量が２０重量％未満の場合は
、溶媒の溶解度によっては乳化物が得られにくく、本発明の効果が得られにくい。一方、
７０重量％を超えると、圧力が高くなり、とくに製品温度が二酸化炭素の臨界温度（３１
．１℃）付近になると、圧力が急激に上昇する恐れがあり、安全性におとる。
【００６６】
本発明のエアゾール組成物（１）は、界面活性剤や有効成分、必要に応じて他の成分など
を溶媒に溶解または分散させて液体組成物を調製し、該液体組成物を耐圧性容器に充填し
たのち、バルブを取りつけて気密状態にし、ついでバルブから液化二酸化炭素を耐圧性容
器に充填して圧力を５～７ＭＰａとし、容器を振とうするなどにより、容器内部の液体組
成物と液化二酸化炭素とを乳化させることにより調製できる。
【００６７】
なお、液体組成物中に液化ガスを配合する場合は、エアゾールバルブを取りつけるとき、
または取りつけたあとに液化ガスを充填し、ついで液化二酸化炭素を充填することが好ま
しい。
【００６８】
また、本発明の高圧エアゾール組成物（２）は、乳化している液体組成物中に二酸化炭素
が加圧溶解していることを特徴とする。乳化している液体組成物中に二酸化炭素が加圧溶
解しているため、該エアゾール組成物（２）を噴射すると液体組成物中に溶解していた二
酸化炭素が気化するため、火気に対する安全性が高くなり、さらに液体組成物は微細化さ
れ、拡散性に優れたエアゾール組成物が得られる。
【００６９】
前記液体組成物は、界面活性剤や有効成分、他の成分などを水性溶媒に溶解または分散さ
せた水性組成物と、界面活性剤や有効成分、他の成分などを油性溶媒に溶解または分散さ
せた油性組成物とからなり、前記水性組成物と油性組成物とが乳化している。
【００７０】
前記界面活性剤は、水性組成物と油性組成物とを乳化させるための乳化剤として作用する
。前記界面活性剤としては、前記エアゾール組成物（１）について記載した界面活性剤と
同じ成分を用いることができ、乳化物の形態（油中水型、水中油型）によって適宜選択す
ることができる。
【００７１】
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前記界面活性剤は、液体組成物中０．１～２０重量％、好ましくは０．５～１０重量％配
合することができる。前記界面活性剤の配合量が０．１重量％未満の場合は、水性組成物
と油性組成物とが乳化しにくく、両者が分離しやすくなり、本発明の効果が得られにくく
なる。一方、２０重量％を超えると、べたつき感や皮膚への刺激性が強くなるなど、使用
感がわるくなる。
【００７２】
前記有効成分としては、前記のエアゾール組成物（１）について記載したものと同じ成分
を用いることができる。使用する有効成分の溶解特性によって、配合する溶媒を適宜選択
することができる。
【００７３】
前記有効成分は、液体組成物中０．０１～３０重量％、好ましくは０．１～２０重量％配
合される。有効成分の配合量が０．０１重量％未満の場合は、有効成分の効果が充分に発
揮できない傾向があり、一方、３０重量％をこえると、有効成分濃度が高すぎ、有効成分
によっては人体へ悪影響をおよぼす場合がある。
【００７４】
前記その他の成分としては、前記の高圧エアゾール組成物（１）について記載したものと
同じ成分を用いることができる。
【００７５】
前記水性溶媒としては、前記のエアゾール組成物（１）について記載した水、アルコール
、アルコール水溶液などがあげられる。
【００７６】
また、前記油性溶媒としては、前記のエアゾール組成物（１）について記載したシリコー
ンオイル、炭化水素、エーテル、ケトン、エステル油、脂肪酸、高級アルコール、油脂な
どの常温で液体である油性成分があげられ、前記油性成分の混合物や前記油性成分とアル
コールの混合物を用いてもよい。
【００７７】
さらに、前記溶媒とともに、液化石油ガス、ジメチルエーテルおよび前記液化石油ガスと
ジメチルエーテルの混合物などの液化ガスを配合してもよい。
【００７８】
なお、前記水性溶媒および油性溶媒としては、二酸化炭素を加圧溶解しやすく、本発明の
効果を得られやすくするために、水性溶媒または油性溶媒のいずれか一方として、二酸化
炭素の溶解度が５０重量％以上の溶媒を用いることが好ましい。前記二酸化炭素の溶解度
が５０重量％以上である溶媒としては、エタノールやイソプロパノールなどの低級アルコ
ール、低級アルコール濃度が５０重量％以上である低級アルコール水溶液、ペンタン、ヘ
キサン、灯油、イソパラフィン、トルエン、キシレンなどの炭化水素、低重合メチルポリ
シロキサン、オクタメチルシクロテトラシロキサンなどのシリコーンオイル、アセトンな
どのケトン、ミリスチン酸イソプロピル、パルミチン酸イソプロピルなどのエステル油な
どがあげられる。
【００７９】
本発明で用いる液体組成物は、前記界面活性剤や有効成分、その他の成分などを前記水性
溶媒に溶解または分散させた水性組成物と、前記界面活性剤や有効成分、その他の成分な
どを前記油性溶媒に溶解または分散させた油性組成物とを乳化させることにより調製でき
る。
【００８０】
前記水性組成物と油性組成物との配合割合（重量比）は安定した乳化物が得られやすい点
から１０：９０～９０：１０、さらには２０：８０～８０：２０であることが好ましい。
【００８１】
前記液体組成物は、エアゾール組成物（２）中３０～９０重量％、さらには４０～８０重
量％配合されることが好ましい。前記液体組成物の配合量が３０重量％未満の場合は、液
体組成物の配合量が少なくなり、有効成分を所望量配合できない場合がある。一方、液体
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組成物の配合量が９０重量％を超えると二酸化炭素の配合量が少なくなるため、液体組成
物に溶解する二酸化炭素量が少なくなり、本発明の効果が得られにくい。
【００８２】
前記二酸化炭素は、エアゾール組成物（２）中１０～７０重量％、さらには２０～６０重
量％配合されることが好ましい。前記二酸化炭素の配合量が１０重量％未満の場合は、溶
媒への溶解量が少なくなり、本発明の効果が得られにくい。一方、７０重量％を超えると
液体組成物の乳化を壊しやすくなり、水性組成物と油性組成物とが分離しやすくなる。ま
た、圧力が高くなり、とくに製品温度が二酸化炭素の臨界温度（３１．１℃）付近になる
と圧力が急激に上昇するおそれがあり、安全性におとる。
【００８３】
本発明の高圧エアゾール組成物（２）は、前記水性組成物と油性組成物とが乳化した液体
組成物を耐圧性容器に充填したのち、バルブを取りつけ、さらに二酸化炭素を充填し、液
体組成物に加圧溶解させることにより調製できる。また、液体組成物は水性組成物と油性
組成物とを別々に耐圧性容器に充填し、容器内部で乳化させたのち、二酸化炭素を充填し
、加圧溶解させてもよい。なお、加圧溶解とは、液体組成物が充填された容器の気相部に
二酸化炭素を充填し、二酸化炭素が液体組成物中に溶解していき、平衡となることをいう
。
【００８４】
本発明のエアゾール組成物（２）の２５℃における製品圧力は２～６ＭＰａ、さらには２
～５ＭＰａであることが好ましい。製品圧力が２ＭＰａ未満の場合は、液体組成物中への
二酸化炭素の溶解量が少なくなるため、噴霧粒子を微細化する、火気に対する安全性を高
くするなどの本発明の効果が得られにくい場合がある。一方、製品圧力が５ＭＰａ、とく
に６ＭＰａを超えると、二酸化炭素が液体組成物から分離しやすくなり、乳化を壊しやす
くなる。
【００８５】
なお、本発明のエアゾール組成物（１）および（２）を充填する耐圧性容器としては、ア
ルミニウムやブリキ、ステンレスなどの金属製、高耐圧ガラス製のものが好ましく、容器
満注量が１００ｍｌ未満のものが安全上好ましい。
【００８６】
かくして得られるエアゾール組成物は、液体組成物と液化二酸化炭素とが乳化している、
または乳化している液体組成物に二酸化炭素が加圧溶解しているため、該エアゾール組成
物を噴射すると、液体組成物とともに二酸化炭素が噴射され、火気に対する安全性が高く
なる。さらに、噴射時、液体組成物に溶解していた二酸化炭素または乳化していた液化二
酸化炭素が瞬時に気化するため液体組成物は適度に微細化され、空間に噴射したとき拡散
性に優れる。
【００８７】
また、噴霧粒子の拡散性に優れていることから、家やマンションなどの一室、車内などの
比較的狭い空間だけでなく、ビルやマンション、家などのワンフロアや、家、納屋、電車
、フェリーの客室全体など、広範囲に処理する燻蒸剤や消臭剤、芳香剤などに用いること
ができる。また、棒状で噴射する場合は飛距離が長いため、ハチの巣の駆除や防犯用など
に好適に用いることができる。
【００８８】
【実施例】
実施例１
下記液体組成物を調製したのち耐圧性容器（満注量９８ｍｌ）に充填し、バルブを取りつ
けて気密状態にし、ついでバルブから液化二酸化炭素を充填し、耐圧性容器内の圧力を６
．５ＭＰａとした。ついで容器を振とうし、液体組成物と液化二酸化炭素とを乳化させて
本発明のエアゾール組成物（１）を調製した。
【００８９】
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【００９０】

【００９１】
実施例２
下記水性組成物と油性組成物とを乳化させて液体組成物を調製したのち、耐圧性容器（満
注量９８ｍｌ）に充填し、バルブを取りつけて気密状態にし、ついでバルブから二酸化炭
素を充填し、耐圧性容器内の圧力を４．５ＭＰａとした。ついで、容器を振とうし、液体
組成物中に二酸化炭素を加圧溶解させて本発明のエアゾール組成物を調製した。
【００９２】

【００９３】
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【００９４】
【発明の効果】
本発明によれば、乳化したエアゾール組成物であって、噴霧粒子を微細化することができ
、かつ火気に対する安全性が高いエアゾール組成物を提供することができる。
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